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資源ゴミ戸別収集を試行実施

武田薬品実験動物焼却炉で市民陳情提出

大気汚染とぜんそく被患率

藤沢のCO2削減対策

局〒252-0816藤沢市遠藤849－9青柳

a/FAXO466-87-4922(夜間のみ）

http:WomcomjCaaPc.orgeconet/
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碧圧

/サス（全会一致）による合意が得らオ

突議を全体会合で採択して= 12月19E
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されたことではあったが、現実問題となってみれば、事態はかなり深刻であ

る。国際政治が、科学的に予測される「地球の危機」に対応できないのである。別の

表現をすれば、政治が科学に追いつけない、のである。現在の京都議定書の約束期間

は、2012年までである。それまでに国際的な枠組みが決まらないと、地球温暖化防止

は無協定状態に鰯ってしまう。

京都議定書を2013年以後も延長せよ、という議論もある。20M年の世界の二酸化

炭素排出垂は273億トンで、その内訳はアメリカ21.1%, 中国20.6%、続いてがく

んと落ちて、ロシア5.7％、インド4.6％、日本4.5％である。京都議定書によって二

酸化炭素排出削減義務を負うのは、先進国であるが、アメリカはプッシュ政権の時期

に議定書から離脱しており、中国はもちろん義務を負っていない。したがって議定書

がカバーする国の排出量は、全体の3割程度である。これでは、京都議定害を延長し

たとしても、その実効性はひじょうに低い。少なくとも、二大排出国であるアメリカ

と中国が参加した枠組みを作る必要があるだろう。

国際的枠組みを作ることにとっての最大のボトルネックは、南北問題、すなわち先

進国と途上国の対立である。歴史的に縫れた紐を解きほぐすのは、並大抵のことでは

寄から離脱しており、中国はもちろん義務を負っていない。したがって議定書 ；

一する国の排出量は､全体の3割程度である。これでは､京都議定害を延長し ；

ても､その実効性はひじょうに低い｡少なくとも､二大排出国であるｱ刈" iが参加した枠組みを作る必要があるだろう。

｛的枠組みを作ることにとっての最大のボトルネックは、南北問題、すなわち先

途上国の対立である｡歴史的に縫れた紐を解きほぐすのは､並大抵のことでは I
中で､ し､ま圖本が進むべき道は､世界に宣言した2,%削減を.国際的な枠組み｜

ノ
を前提にせず、積極的に追求し、高いエネルギー効率をあげる、技術的経済的

実現し、世界に示すことであろう。

（ﾉ||崎健）
画沙一◆ー･÷ d･9 P ザ､ざ今L P . F甲一の一J 』..9Jや5へ､めし~い一凸角pも→ぐケャー◆．.＝ 4" '. p ･ 悪. 悌心q･吟･÷画一､ 担凶■一～･牟注勺‘一回p畔◆･竜一凸阜憧や守一や一●守口③守守- ,記一争・- ,℃も‐､や~の4◇●一~~句一一執幽aP鈩夢剖娯

－1－

絹尾
















